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ハローワーク武生 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

 当所では、新型コロナウイルス感染症の影響が継続する中、主要指標（就職件数・充足件数・雇用保険受給者の早期再就職件数）の各指標の

向上を目指して、求人・求職のマッチングや情報提供など職業紹介業務の強化に取り組み、過去３年度平均には及びませんでしたが、就職件数・

充足件数については、概ね前年度の水準を達成することができました。 

 また、重点指標については、就職氷河期世代の不安定就労者・無業者の正社員就職件数、正社員求人数、生涯現役支援による 65 歳以上の就

職件数で前年度実績を上回ることが出来ました。 

 さらに、ハローワークシステムの刷新に伴う求人者・求職者マイページの開設について取組を進めた結果、オンラインによる求人申込割合は

８割を超え、求職者のマイページ利用割合は５割弱となるなど、各マイページの利用割合が大幅に向上しました。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 職業訓練受講者数の向上と受講者の就職促進のため、職業相談部門職員は勿論のこと、障害者や高年齢求職者の職業相談窓口である専門援助

職業相談部門の職員も含めて職業訓練制度にかかる研修を実施しました。また、全職員を対象に、令和３年度にリリースされたハローワークイ

ンターネットサービスの新機能にかかる研修を実施し、求人者・求職者双方のオンラインの利便性の向上ついて、知識を習得しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

 オンライン職業相談の実施に伴い、オンラインによる業務の向上について検討し、若年求職者を中心とした職業相談のほか、模擬面接として

活用するなど、利用件数の増加を図りました。 

 また、スタートアップセミナーにおいて、ポリテクセンターとオンラインで繋げ、モニターから職業訓練についての説明を行えるよう工夫し

ました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

 前年度はコロナ禍の中で新規求人数の増加に伴い、有効求人倍率が大幅に向上し、企業の人手不足感が強くなっていましたが、今年度はウク
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ライナ情勢による原材料高の高騰や円安などの影響により、新規求人数の減少も見込まれることから、前年度進まなかった事業所訪問を計画的

に実施し、企業の景気動向の把握と併せて、求人開拓を行い、求人の量的確保に努めます。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、説明会やセミナーなど複数回に分けて実施しなければならないなど、コロナ以前と比べて、業務を

行うにあたり人員や時間を要することが多くなっていますが、感染状況を踏まえたうえで、実施方法について検討・見直しを行い、効率的かつ

効果的な業務運営を図っていきます。 

２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 
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令和３年度実績 ２，５５９ ２，３８７ ７７１ １００．０％ ３８７ ８，４２５ １，２８２ ７３  

過去３年度平均 ２，９４３ ２，７０８ ９３７ １１６．０％ ２６７ ７，５００ １，４６８ ７０  

R２年度実績 ２，５８０ ２，３７９ ８８９ １０９．０％ ２６７ ７，１８６ １，２３０ ７０  

対 R2比 ９９％ １００％ ％ ９１％ ％ １１７％ １０４％ １０４％  

R１年度実績 ３，０６５ ２，７３７ ９９８ １１６．０％ ― ７，２６１ １，５７１ ―  

対 R1比 ８３％ ８７％ ％ ８６％ ― １１６％ ８１％ ―  

H30年度実績  ３，１８４ ３，００７ ９２４ １２３．８％ ― ８，０５３ １，６０４ ―  

対 H30比  ８０％ ７９％ ％ ８０％ ― １０４％ ７９％ ―  

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライン紹介によ

る就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 


